
嵯峨上皇も歩いた？ 解説付き！
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※ 注釈　コースについては、御幸道の道中を示す記録が、
あまり残っていないため、周辺の史跡等を含めてマップと
したもので、上皇の通り道を示すものではありません。

日本三大荒神の一つ。毎年９月３日には献灯祭が行われます。
境内には２万本のろうそくと奉燈に火が灯り、
幻想的な光景が浮かびあがります。

浄大屋根の曲線が美しい本殿は、市内最大の木造建築物です。
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広さが約12.5haで、木立生い茂る自然の森の公園です。起伏に富んだ公園内
は、四季折々の美しい花が咲き競い、訪れる人々の目を楽しませてくれます。
園内には、郷土資料館・松林荘・松林庵があります。
３月下旬から４月中旬頃には、ソメイヨシノやボタンザクラが満開になります。

天平９年（737年）、東大寺建立に大きな力を尽くした行基菩薩によって開かれた
とされています。御本尊・地蔵菩薩立像も行基菩薩の手によるものと伝えられ、安
産・子育の守護に霊験あらたかであるところから、通称「子安地蔵」、地元の人か
らは「子安の地蔵さん」と呼ばれ親しまれています。”藤のお寺”としても全国的
に有名で、満開となるゴールデンウィーク前後には多くの観光客が訪れます。

大光寺にある黒松の古銘木。樹齢約３００年樹高約２５ｍ、本幹の周約
1.7ｍあり、現在、約半分が枯れてしまったが、かつては庭全体に覆い
重なるように枝を広げていました。

丹生都比売神社と共に延喜式の神名帳に残る古社であったが信長高野攻め等
の重なる兵乱により焼失。初代藩主徳川頼宣公によって再建されました。

平成１７年に疎水百選に選ばれた和歌山県を代表する農業用水路「小田井用水」の
取水堰です。宝永４年(1707)紀伊藩作事奉行であった大畑才蔵が完成させたもの
で、岩出まで約36kmにおよびます。途中には、サイフォン式水路や通水橋など、当
時の土木技術の素晴らしさを目の当たりにできます。

正しくは「善名称院」といい、戦国時代の武将真田昌幸・幸村父子隠棲の屋敷跡と
して、県の史跡に指定されています。
江戸時代寛保元年（1741年）、大安上人によって創建されました。
六文銭の紋が刻まれた門をくぐると本堂があり、本尊には地蔵菩薩、境内には開
山堂、土砂堂、真田宝物資料館や、真田昌幸の墓のほか与謝蕪村の句碑がありま
す。４月から５月には、ぼたんが咲き誇ります。

九度山町出身の政治家　松山常次郎の生家を功績を伝える記念館として整備した
ものです。館内には、常次郎の遺品や、娘婿にあたる平山郁夫画伯による肖像画も
展示されています。

峨上皇など皇族がが高野参詣の際、常宿としたのがこの寺院。紀の川岸
に位置し、ここから、かつての慈尊院まで渡し舟で紀の川を渡りました。
南北朝の戦火に巻き込まれ焼失。近世に再建されています。
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